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地域づくりと広域連携を
考えるシンポジウム
－信越県境地域の連携事例に学ぶ－

●会　場 上越市教育プラザ 研修棟3階大会議室 ）地番0771前門下市越上県潟新（ 

●参加費 無　料
●申込み ＦＡＸ・E-ｍailにて ２月１５日（日） までにお申し込みください。

●プログラム

ＦＡＸの場合は、裏面にご記入いただき、 025-526-6184 までご送付ください。
E-mailの場合は、氏名、ご所属、連絡先をご記入いただき souzou@city.joetsu.lg.jp までご送付ください。

）名０８員定（。すましい願おを力協ごのへ込申前事、上合都の備準場会、がすで能可も加参日当ばれあが席空

交通アクセス、地図は裏面をごらんください。

様々な地域づくりを進めようとするとき、市町村や県の境界を超えた連携によって

新たな展開が生まれる可能性もあります。北陸新幹線の開業を間近に控えた今、

新潟・長野県境地域における広域連携の取組から地域づくりのポイントを学ぶ

とともに、日常生活圏を越えた広域連携の意義や可能性について考える

シンポジウムを開催します。

お隣り同士が手をつないだら…新しい未来が見えてくる!

日
13：30～
17：10

北陸新幹線「上越妙高駅」
平成27年3月14日開業
北陸新幹線「上越妙高駅」
平成27年3月14日開業

13：30～ 開会あいさつ
  高崎経済大学名誉教授、上越市創造行政研究所長　戸所 隆
13：40～ 【第１部】 基調講演
 「県境を越えた地域連携の意義～三遠南信地域等の事例から」 　
  愛知大学三遠南信地域連携研究センター長・地域政策学部教授　戸田 敏行 氏
14：40～ 【第２部】 先進事例報告
 「信越県境地域における連携事例に学ぶ」 
 ●新幹線飯山駅開業に向けて ～ グリーンツーリズムをベースとした広域観光の展開
  一般社団法人信州いいやま観光局事務局次長・飯山駅観光交流センター所長　木村 宏 氏
 ●100年後も雪国であるために ～ HATAGO井仙と「雪国観光圏」のあゆみ　
  一般社団法人雪国観光圏代表理事、株式会社いせん代表取締役　井口 智裕 氏
16：15～ 【第３部】 パネルディスカッション
 「地域づくりと広域連携の関係性、信越連携の可能性」
 閉会あいさつ

上越市創造行政研究所
新潟県上越市木田1丁目1-3 上越市役所第2庁舎2F
TEL.025-526-5111(代表）
http://www.city.joetsu.niigata.jp/site/souzou-gyosei/

愛知大学三遠南信地域連携研究センター
（文部科学省 共同利用・共同研究拠点
「越境地域政策研究拠点」）

主催 共催
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上越市創造行政研究所 行

北陸自動車道上越ICから約5分
（駐車場は会場敷地内にあります。）

● 直江津駅北口から
　 路線バス 　リージョンプラザ経由 高田行（約10分）
● 高田駅前案内所から
　 路線バス 　リージョンプラザ経由 直江津行（約30分）
いずれも「教育プラザ前」下車。
本数が少ないため、時刻表をご確認ください。
http://www.marukei-g.com/busgroup/rosenzu/tomioka.pdf

※ 個人情報は、当研究所が責任を持って管理し、お申込者の許可なく第三者に開示する事はいたしません。また、お申込者へのご連絡以外には使用いたしません。
※ 定員に達した場合や開催中止の場合等にはご連絡いたします。

ご予定の交通手段（○をつけてください）

車（運転）　・　 車（ 相乗り ・ 送迎 ）　・　公共交通機関

車（運転）　・　 車（ 相乗り ・ 送迎 ）　・　公共交通機関

車（運転）　・　 車（ 相乗り ・ 送迎 ）　・　公共交通機関

昭和31（1956）年兵庫県生まれ。豊橋技術科学大学大学院修了、博士（工学）。昭和60年に公益社団法人東三河地域

研究センター入所。調査研究室長、常務理事を経て、平成23年から現職。長年にわたり、三遠南信地域を対象とした地

域研究や地域連携を推進し、現在、三遠南信地域連携ビジョン推進会議アドバイザー。また、全国の県境地域を対象と

した越境地域政策研究拠点（文部科学省）の研究代表や、上海師範大学、内蒙古大学の客員教授も務める。著書に「県

。）著共（どな」性能可続持の域地と画計域広「、」発開たえ越を境

戸田 敏行 氏 愛知大学三遠南信地域連携研究センター長・
地域政策学部教授

昭和36（1961）年東京都生まれ。日本大学文理学部ドイツ文学科卒業後、斑尾高原でのペンション経営等を経て、平

成9年に飯山市振興公社入社、なべくら高原・森の家支配人。平成15年にNPO法人信越トレイルクラブ事務局長とな

り、信越トレイルの立ち上げや運営のほか、道の駅や日帰り温泉施設の運営などにも携わる。平成22年から振興公社

が信州いいやま観光局へ経営統合したことに伴い、着地型旅行商品の開発・販売、情報発信、人材育成事業等を推進

し、平成25年から現職。なお信越トレイルは、エコツーリズム大賞（H23）や地域づくり総務大臣表彰（H25）等受賞。

木村 宏 氏 一般社団法人信州いいやま観光局事務局次長・
飯山駅観光交流センター所長

昭和48(1973)年新潟県湯沢町生まれ。東ワシントン大学経営学部マーケティング科卒業後、平成8年に家業である

湯沢ビューホテルいせん入社、平成17年に4代目社長に就任し、「越後湯澤HATAGO井仙」としてリニューアル。自社

の経営改革に取り組むとともに、平成20年に周辺7市町村で構成する「雪国観光圏」、平成23年に雪国食文化研究所

を立ち上げ、代表に就任。平成25年に一般社団法人雪国観光圏を設立し、代表理事に就任。着地型旅行商品や雪国A

級グルメのほか、観光品質認証制度などを企画開発。著書に「ユキマロゲ経営理論」。

井口 智裕 氏 一般社団法人雪国観光圏代表理事
株式会社いせん代表取締役

住所／新潟県上越市下門前1770番地
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